
194 情報処理 Vol.57 No.2 Feb. 2016

開鍵暗号が生まれた Durandビルディングである．
ここに，若手の R. Merkleや S. Pohligらが助手・院
生として詰めていた．4人住みのこの部屋には私も
いた．そんなこともあって，30歳代の Diffieをよ
く見かけた．彼は， 皆が Tシャツで過ごすカリフォ
ルニアの直射日光の下，ヒッピーの長髪に上着とネ
クタイの正装，そして脳天から発するようなかん高
い声で何かを論じつつうろついていた．ふと足元を
見ると，まったくの裸足である．歴史に残る写真を
撮っておくべきだったと後悔している．
　ここまで話した後，次のようなことを指摘して講
義に戻ることになる．
・	大きな発明・発見であるほど，どこかで誰かが同
じことを考えている．

・	発表は，内容という饅頭のあんこだけではなくて，
タイミングという薄皮の部分がかなり大事になる．
　このように，どうしても脱線しがちな講義となっ
てしまう．私もそうだったのだが，学生の脳裏には，
講義内容そのものよりも，こういう逸話の方が記憶
として長く残るようである．

（2015年 9月 5日受付）

ペレーティングシステムの講義では，並行
処理が項目の 1つとなるが，低学年の受講生はこれ
を並列処理と同一視してしまうことがある．そこで，
粗い解説として，プロセッサが 1つでも複数のプ
ロセスが交替で走り，全体の処理が進むということ
を説明している．Linuxの場合，“ps –alx | less” を実
行し，複数のプロセスが存在するが瞬時にはたった 

1つのプロセスだけが実行中となることを示してい
る．そして，並列処理では，プロセッサの数だけ
別々のプロセスが実行状態になり得るという説明を
行っている．
　ここから，つい話が脱線してしまう．それは，科
学技術に関する偉大な発明・発見が同時になされた
例を，身近で目にしたためである．
　まずは，1974年に発見されたジェイプサイ中間子
である．B. Richterが率いるスタンフォード大学・カ
リフォルニア大学バークレー校のグループは，これ
をΨ粒子と名付けた．ところが，S. Tingが率いるブ
ルックヘブン国立研究所・マサチューセッツ工科大
学グループは同じものを同時に発見していて，それ
を J粒子と名付けた．このように，プロセッサ（研究
者）が別々であれば，同時性が起こり得るのである． 

　2つ目の例は，公開鍵暗号の発明に関するもので
ある．W. DiffieとM. Hellmanは，1976年にその基本
的アイディアを論文として発表したのであるが，事
前にいろいろなことがあり，周囲では（私も），その
様子を知っていた．それは，政府機関が暗号研究に
待ったをかけたことである．これに対して，スタン
フォード側は弁護士を用意して学の独立を守った． 

　さて，本題である同時性についてであるが，
Hellmanのグループはナップサック問題（後に，解
読された）を用いて，そしてマサチューセッツ工科
大学で同時に進行していた R. Rivestらは，素因数
分解に基づく RSA暗号を発明した．
　写真 1は，改築のために無人となっているが，公

発明と発見における同時性
─並列性と並行性からの逸話─
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写真 1　公開鍵暗号の発明者集団が出入りしていたスタンフォー
ド大学のDurand ビルディング
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